
都市計画道路都市計画道路都市計画道路都市計画道路    天理橘線の変更理由書天理橘線の変更理由書天理橘線の変更理由書天理橘線の変更理由書  １．路線の概要 都市計画道路 天理橘線は、起点を天理市櫟本町、終点を天理市遠田町とする、標準幅員２４m、４車線、延長約６,９６０m（天理市内６,７４０m）の幹線街路である。 当初、昭和３６年に１・小・３天理橘線として都市計画決定された後、昭和４０年に番号、幅員の変更、昭和４６年には番号、幅員、法線の変更の他、終点が延伸された。 その後、昭和４７年に番号、法線の変更と、終点が延伸され、現在の線形となっている。  ２．都市計画道路変更の内容 （１）変更の理由 (都)天理橘線（(都)は都市計画道路の略）は、昭和３６年の天理市の全面的な街路網の見直しに伴い、市の健全なる発展に資するために都市計画決定され、天理市と他都市を結ぶ広域幹線道路として位置付けられる都市計画道路である。 このうち、長柄地区は土地区画整理事業により約９９０mが改良済みとなっているが、それ以外は現道がなく未着手となっている。 本路線の他に、天理市を縦断する広域幹線道路としては、本路線を挟んで西側に京奈和自動車道、東側に国道 169 号がある。 また、終点は行政界であり、隣接する田原本町には、広域幹線道路の計画はない。 こうしたことから、県全体としての広域的な自動車の交通機能については、既存道路のネットワークを有効に活用することで代替可能であるため、本路線の必要性はなくなっている。 本路線のうち未着手区間を「奈良県都市計画道路の見直しガイドライン」（平成２２年奈良県）に沿って検証した結果、都市計画道路としての必要性が認められないため、廃止するものである。 なお、４車線の広域幹線道路の廃止に伴い、天理市内における南北方向の円滑な移動やまちづくりの実現のために、２車線の生活道路が必要と判断し、新たに都市計画決定する方針である。  （２）変更の内容 (都)天理橘線について以下の変更を行う。 ・起点～天理市西長柄町間（L＝約４,４８０ｍ）を廃止する。 


